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講義内容

 コロナ禍を経て、再び観光地に多くの人が訪れるようになり、「オーバー

ツーリズム」という言葉をよく聞くようになりました。いま、世界的に「持続

可能な観光」が注目されています。

本勉強会では、観光庁・UNWTO駐日事務所が2020年に発行した

「日本版持続可能な観光ガイドライン」を紹介するとともに、白馬村に

おける「持続可能な観光」について一緒に考えます。
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１.  コロナ後の海外観光地の変化（ハワイ等）

・コロナを逆手に ハワイが目指す“持続可能な観光地”（TBS NEWS 2022年1月5日）
https://youtu.be/vo_bFwXUbM8
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令和元年度
（2019年度）

 北海道運輸局「国際的な観光指
標の導入を踏まえた持続可能な
観光の推進に関する実証事業」
に受入地域として参画(対象地域：
阿寒地域・ニセコ町)

令和２年度
（2020年度）

 観光庁「日本版持続可能な観光
ガイドラインを活用したモデル事業」
のモデル地区に選定

 持続可能な観光地トップ100にニ
セコ町がはじめて選出される

令和３年度
（2021年度）

 ポストコロナを見据えた「持続可能
な観光地域づくりモデル市町村」形
成事業に参画（釜石市、ニセコ町、弟
子屈町、小布施町、宮津市、三好市、小国
町、与論町の８自治体)

 UNWTOベストツーリズムビレッジに選定

ニセコ町「持続可能な観光」への歩み



持続可能な観光とは？

世界的な

動き

観光庁

ＵＮＷＴＯ
駐日事務所

ブッキングドットコムの調査レポートによると、「世界の86％の人がサスティナブルツー
リズムを希望している」と回答しており、国際的には「サスティナブルツーリズムに取り
組んでいない観光地は10年後には淘汰される」とも言われている。特に、欧米豪
の富裕層ほどこういった傾向は強く、選ばれる観光地（デスティネーション）となる
ためには持続可能な観光に大きく舵を切る必要がある。

観光庁では、各地方自治体等が持続可能な観光
地マネジメントを行うことができるよう、国際基準に
準拠した「日本版持続可能な観光ガイドライン
（JSTS-D）」を開発した。（UNWTO駐日事務
所と連名で、2020年6月に発行）

UNWTO（国連世界観光機関）では、持続可
能な観光を 「訪問客、業界、環境および訪問客を
受け入れるコミュニティーのニーズに対応しつつ、現
在および将来の経済、社会、環境への影響を十分
に考慮する観光」と定義している。





https://news.booking.com/ja/asset/c4c612ff-ede4-470b-8e3d-1f7487cc720d/sustainabletravelreport2023/
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Global Sustainable Tourism Councilの「GSTC-D」について
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ＧＳＴＣ認証取得までのステップ
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ＧＳＴＣ認証取得までのステップ



15

ＧＳＴＣ認証取得までのステップ

国際認証団体の一つであるグリーン・デスティネーションズ（ＧＤ）では、ＧＳＴＣ－Ｄをベースとした100項

目からなるGreen Destinations Standard（ＧＤＳ）を設けており、これら全てについて、GDが設定する基

準をクリア（基準を満たす）すると、観光地がＧＳＴＣ認証を受けられる。
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37%

12%18%

31%

1% 1%

2023 GD TOP100 地域別割合

ヨーロッパ 北アメリカ 南アメリカ アジア オセアニア アフリカ

「グリーンデスティネーションTOP１００」について

地域 2023 2022 2021 2020 2019

ヨーロッパ 38% 39% 42% 56% 67%

北米 12% 9% 4% 7% 9%

南米 18% 23% 25% 9% 2%

アジア 31% 26% 22% 9% 16%

オセアニア 1% 2% 5% 11% 2%

アフリカ 1% 2% 1% 8% 4%

ヨーロッパ

38％
アジア

31％

北米

12％

南米

18％

GD TOP100 地域別割合（2023年）

グリーンデスティネーションTOP100とは、GSTC公認の非営利機関Green Destinationsによる国際的な認証

ラベル。観光におけるサステナビリティの推進を目的とし、優れた観光地の登録・表彰などを行っている。TOP100

は一定の基準を満たした観光地であればエントリーが可能で、団体の審査を通過するとリストに登録される。当ラ

ベルは入門のような位置づけで、登録後はより高度な認証やアワードへの応募・挑戦が可能になる。かつてはヨー

ロッパが中心的な役割を果たしていたが、近年ではアジアの国々の登録が増加している。
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「グリーンデスティネーションTOP１００」について
2023 2022 2021 2020 2019

TOP100 Albania 1 TOP100 AUSTRALIA 2 TOP100 ARGENTINA 3 TOP100 AUSTRALIA 9 TOP100 AUSTRALIA 2

Australia 1 BARBADOS 1 AUSTRALIA 5 BRAZIL 3 BHUTAN 1

Bosnia and Herzegovina 5 BOLIVIA 1 BOSNIA & HERZEGOVINA2 CANADA 2 CAMBODIA 1

Brazil 8 BOSNIA & HERZEGOVINA1 BRAZIL 7 CHILE 2 CANADA 2

Chile 1 BRAZIL 10 CAMBODIA 1 CROATIA 2 CROATIA 1

Croatia 1 CANADA 2 CANADA 1 CYPRUS 1 CYPRUS 1

Dutch Caribbean 1 CHILE 2 CHILE 4 CZECHIA 1 D.R. OF CONGO1

Estonia 7 CROATIA 2 CROATIA 3 DUTCH CARIBBEAN2 ECUADOR 1

France 1 CYPRUS 1 CYPRUS 1 ECUADOR 2 FINLAND 1

Guyana 1 ESTONIA 4 DOMINICAN REPUBLIC1 ESTONIA 7 GERMANY 1

Hungary 2 FRANCE 1 ESTONIA 6 FINLAND 2 GUYANA 1

India 2 GREECE 2 FALKLAND ISLANDS1 Germany 1 INDONESIA 4

日本 10 GUYANA 1 GERMANY 2 日本 6 ITALY 1

Jordan 1 INDIA 2 GUYANA 1 MALTA 1 日本 1

Kazakhstan 1 ITALY 2 日本 12 MONTENEGRO 1 JORDAN 1

Kyrgyzstan 1 日本 10 MALTA 1 NAMIBIA 1 KAZAKHSTAN 1

Mauritius 1 JORDAN 1 MONTENEGRO 1 NETHERLANDS11 MALTA 1

Mexico 4 KENYA 1 NETHERLANDS2 NEW ZEALAND 1 NEPAL 1

Peru 8 KYRGYZSTAN 1 PERU 9 NIUE 1 NETHERLANDS10

Philippines 3 MALTA 1 PHILIPPINES 1 PERU 2 DUTCH CARIBBEAN3

Portugal 7 MEXICO 2 PORTUGAL 10 PHILIPPINES 1 PORTUGAL 9

Romania 1 NETHERLANDS5 ROMANIA 1 PORTUGAL 11 ROMANIA 1

Scotland 1 NORTH MACEDONIA1 SINGAPORE 1 REPUBLIC OF CONGO1 SEYCHELLES 2

Serbia 1 PERU 9 SLOVAKIA 1 ROMANIA 1 SPAIN 7

Slovenia 6 PHILIPPINES 3 SLOVENIA 7 RWANDA 1 SWEDEN 1

South Africa 1 PORTUGAL 6 SOUTH KOREA1 SEYCHELLES 1 SLOVENIA 31

韓国 1 SCOTLAND 1 SPAIN 5 SLOVAKIA 1 台湾 2

Spain 2 SINGAPORE 1 SWEDEN 1 SLOVENIA 9 UNITED KINGDOM1

台湾 6 SLOVAKIA 1 台湾 2 SPAIN 5 USA 2

Thailand 4 SLOVENIA 7 THAILAND 2 SWEDEN 1

Netherlands 2 SPAIN 3 TIMOR LESTE 1 TANZANIA 4

Turkey 1 SWEDEN 2 TUNISIA 1 TURKEY 1

USA 7 台湾 3 TURKEY 1 UNITED KINGDOM1

THAILAND 3 USA 2 USA 3

TUNISIA 1

TURKEY 1

USA 4

2023 2022 2021 2020 2019

登録数TOP5 日本 10 登録数TOP5 日本 10 登録数TOP5 日本 12 登録数TOP5 オランダ 11 登録数TOP5 スロヴェニア 31

ペルー 8 ブラジル 10 ポルトガル 10 ポルトガル 11 オランダ 10

ブラジル 8 ペルー 9 ペルー 9 スロヴェニア 9 ポルトガル 9

ポルトガル 7 スロヴェニア 7 スロヴェニア 7 オーストラリア 9 スペイン 7

アメリカ 7 ポルトガル 6 ブラジル 7 エストニア 7 インドネシア 4
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【TOP100】

1. 弟子屈町(北海道)

2. 釜石市 (岩手県)

3. 箱根町 (神奈川県)

4. 小布施町(長野県)

5. 宮津市 (京都府)

6. 三好市 (徳島県)

7. 丸亀市 (香川県)

8. 大洲市 (愛媛県)

9. 小国町 (熊本県)

10. 与論島 (鹿児島県)

2023年

【TOP100】

1. 釜石市 (岩手県)

2. 東松島市(宮城県)

3. 那須塩原市(栃木県)

4. 箱根町 (神奈川県)

5. 下呂温泉(岐阜県)

6. 南知多町(愛知県)

7. 阿蘇市 (熊本県)

8. 小国町 (熊本県)

9. 小豆島町(香川県)

10. 大洲市 (愛媛県)

2022年

【TOP100】

1. ニセコ町(北海道)

2. 釜石市 (岩手県)

3. 那須塩原市(栃木県)

4. 佐渡市 (新潟県)

5. 七尾市および中能登

町 (石川県)

6. 長良川流域(岐阜県)

7. 京都市 (京都府)

8. 豊岡市 (兵庫県)

9. 小豆島町(香川県)

10. 阿蘇市 (熊本県)

11. 与論島 (鹿児島県)

12. 奄美大島(鹿児島県)

2021年

【TOP100】

1. ニセコ (北海道)

2. 釜石市 (岩手県)

3. 三浦半島観光連絡協

議会(神奈川県)

4. 白川村 (岐阜県)

5. 京都市 (京都府)

6. 沖縄県 (沖縄県)

2020年

「グリーンデスティネーションTOP１００」について

グリーンデスティネーションTOP100とは、GSTC公認の非営利機関Green Destinationsによる国際的な認証

ラベル。観光におけるサステナビリティの推進を目的とし、優れた観光地の登録・表彰などを行っている。TOP100

は一定の基準を満たした観光地であればエントリーが可能で、団体の審査を通過するとリストに登録される。当ラ

ベルは入門のような位置づけで、登録後はより高度な認証やアワードへの応募・挑戦が可能になる。
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「GDアワーズ」について

TOP100に登録されると、基準達成度合に応じて新たにブロンズ

賞・シルバー賞・ゴールド賞などの「GDアワーズ」への応募が可能

になる。団体の審査を通過するとリストに登録される。

【GD アワーズ】

• ニセコ町 (北海道)

シルバー賞

【ストーリー賞】

• 小国町 (熊本県)

ガバナンス・再生部門

3位

• 大洲市 (愛媛県)

歴史・文化部門1位

2023年

【GD アワーズ】

• 釜石市 (岩手県)

シルバー賞

【ストーリー賞】

• 釜石市 (岩手県)

地域と文化部門3位

2022年

受賞なし

2021年～2020年

【GD アワーズ】

• 釜石市 (岩手県)

ブロンズ賞

2019年
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観光庁「日本版持続可能な観光のガイドライン」とは？

2
1

2-2 JSTS-Dを活用した地域の‟健康診断”

2020年6月、観光庁では、各地方自治体や観光地域づくり
法人（ＤＭＯ）が持続可能な観光地マネジメントを行うこと
ができるよう、国際基準に準拠した「日本版持続可能な観光
ガイドライン」を開発した。

 グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会 （Global Sustainable 
Tourism Council）が開発した国際基準である観光指標をベース
としている。

 観光地向けの指標では、４つの分野、合計38の大項目・174の小
項目が設定されている。

A．持続可能なマネジメント B．社会経済のサステナビリティ

C．文化的サステナビリティ D．環境のサステナビリティ



１-１ 観光庁「日本版持続可能な観光のガイドライン」とは？

2
2

１．ニセコ町における持続可能な観光の取組状況

いま
ここ



１-２ ニセコ町における取り組み評価（アセスメントレポート）①

2
3

①  観光計画等に「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」に取り組むことを明記していること ★ ★ （★）
②  観光計画等は、複数年の計画であること ★ ★ （★）
③ 観光計画等は、定期的な見直し（少なくとも５年ごと）及び一般公表をしていること ★ ★ （★）
④ 観光計画等は、ステークホルダー（地域住民を含む）の参加によって策定していること ★ ★ （★）
⑤ 観光計画等に関連する取組の結果を公表していること ★ ★ （★）
① 管理組織には、持続可能な観光の推進に専念できる担当者（サステイナビリティ・コーディネーター）がおり役
割が定められていること ★ ★

② 管理組織の構成員は部局横断的かつ観光地域の規模に見合ったものであること ★ ★
③ 管理組織運営のための財源が確保されていること ★ ★
①  調査の仕組みを定期的に見直していること ★ ★
②  定量化できる社会経済・文化・環境に関する目標を設定していること ★ ★
③  調査を定期的に行い、その結果を公表していること ★ ★

A4 観光による負荷軽減のための財源 ①  目的を明確にした財源を確保、運用していること ★ ★ （★）

A5
事業者における持続可能な観光への理解
促進

① 地域のステークホルダーによるGST公認のトレーニングプログラムの参加状況を把握し、公表していること （★）

A6 住民参加と意見聴取
① 官民、住民等の地域のステークホルダーが参画する「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」に基づ
いた持続可能な観光の推進を担うワーキンググループ（WG）等があり、定期的な意見交換の機会があること ★ ★ （★）

① 調査結果は、一般公表されていること ★ ★ （★）
②調査は、少なくとも毎年度行われていること ★
③調査結果を次年度の運営改善（肯定的な回答割合の増加等）に役立てていること ★

A8 観光教育 ① 地域コミュニティ、特に児童・生徒に対して観光に関する教育が実施されていること ★ ★
① 調査結果は、一般公表されていること ★ ★ ★
② 調査は、少なくとも毎年度行われていること ★ ★ ★
③ 調査結果に基づいた、旅行者満足度向上のための対策を講じていること ★ ★
① プロモーションについては、市場調査及びデータに基づく正確な情報を提供していること ★ ★
② プロモーションの効果測定を行っていること ★ ★
③ 求めるターゲット層の誘致拡大に向けた新商品の開発に地域発意で取り組んでいること ★ ★

【評価】

A1
デスティネーション・マネジメント（観光地経
営）戦略と実行計画

A2
デスティネーション・マネジメント（観光地経
営）の責任

モニタリングと成果の公表

A7 住民意見の調査

A9 旅行者意見の調査

A(a) マネジメントの組織と枠組み

A(b) ステークホルダーの参画

プロモーションと情報A10

A3

A: 持続可能なマネジメント

2-2 JSTS-Dを活用した地域の‟健康診断”



１-２ ニセコ町における取り組み評価（アセスメントレポート）②

2
4

① 宿泊客数及び日帰り客数を計測・公表していること ★ ★ ★
② 客数の計測は、全体、外国人・日本人別、年齢別に分かれていること ★ ★ ★
③ 月ごと（季節ごと）の観光客数を計測していること ★ ★ ★
④ 繁閑差を考慮した誘客のための取組を行っていること ★ ★
⑤ 旅行者の目的・行き先（昼夜間の動向など）を把握していること ★ ★
⑥ 旅行者の数と活動の影響は、調査によって明らかにされていること ★ ★ ★
① 計画、規制等は、住民の意見を聴取・反映し、十分な検討の元に定めていること ★ ★ ★
② 計画、規制等の内容は、一般に公表・遵守されていること ★ ★ ★

A13 適切な民泊運営 ① 不適切な民泊があった場合に適切な指導を行っていること ★ ★ ★
① 気候変動による負の影響を軽減する計画や方針があること ★ ★ （★）
② 住民、観光事業者、旅行者向けの気候変動による影響に関する教育や意識向上の取組がある ★
① 災害等の非常時における計画において、外国人旅行者を含む観光客への対応も含んでいること ★ ★ ★
② 災害等の非常時における計画は、定期的な見直しがなされていること ★ ★ ★
③ 所管する観光案内所、旅客施設等に非常用電源装置や情報端末（スマートフォン等）への電源供給機器等の
整備がなされていること ★ ★

④ 災害等の非常時に備えた事業者、住民等に対する訓練や研修を行っており、旅行者に対しても非常時におけ
る行動等について周知・啓発を行っていること ★

⑤ 災害等の非常時において正確な情報を伝わる表現で情報発信がなされていること ★ ★

A16 感染症対策
① 事業者等に対して業種ごとに作成された新型コロナウイルス感染症予防ガイドラインに沿った対策の徹底を促
すとともに、旅行者に対して感染症予防に係る周知を行っていること ★ ★

【評価】
A(c) 負荷と変化の管理

A11 旅行者の数と活動の管理

A12 計画に関する規制と開発管理

A14 気候変動への適応

A15 危機管理

A: 持続可能なマネジメント
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① 地域への直接的な経済波及効果（観光消費額）について測定し、公表していること（直接効果の把握） ★ ★ ★
② 産業連関分析等を用いて観光による間接的な経済波及効果について測定し、公表していること（間接効果の
把握） ★ ★

③ 観光に伴う不動産開発が地域社会に与える影響について把握、公表していること（地価、家賃等の動向把握） ★ ★
④ 観光関連業種における雇用者数（雇用誘発効果）を調査し、公表していること ★ ★
① 観光関連事業者への就業を促進する取組があること ★ ★ ★
②性別、年齢、季節等に左右されない、安定した雇用や公正な賃金の実現に向けた取組を行っていること ★ ★
① 地域の特産品やサービスの利用を促進していること ★ ★
② 地元の観光関連の中小企業等が、より市場に参入しやすくなるように支援していること ★ ★ ★

B4 コミュニティへの支援 ① 事業者や旅行者が住民と共に、地域社会や地域の文化・自然環境の保全に貢献できる機会があること ★ ★
B5 搾取や差別の防止 ① 取組は地域住民と旅行者を含み、観光地域全体に周知されていること ★ ★
B6 地権と使用権利 ① 資産取得に関する政策等は、住民の意見を反映して策定され、住民の権利を保護するものであること ★ ★

① ガイドの安全を管理するガイドラインがあること ★ ★ ★
② 防犯への取組を行っていること ★ ★
③ 観光地等において、タクシーの乗降場所等を明示していること（白タク対策） ★ ★
④ 安全や治安に関する情報を公表していること ★ ★
⑤ 地域住民・旅行者（外国人旅行者を含む）を受入れるのに十分な医療体制があること ★ ★ ★
⑥ （宿泊施設・旅行業者等を通じて、）「外国人患者を受け入れる医療機関」を取りまとめたリストに則って、外国
人旅行者に域内及び周辺の医療機関に係る情報を提供していること ★ ★

① ユニバーサルデザインの普及（バリアフリー対策等）を推進していること ★
② 公衆トイレの洋式化（ウォシュレットなど）を推進していること ★ ★
③ 公共スペースにおける無料Wi-⑥i環境整備を推進していること ★ ★
④ キャッシュレス環境整備を推進していること ★ ★
⑤ 多言語による案内の充実を推進していること ★ ★ ★
⑥ 多様な宗教・生活習慣への対応を推進していること ★ ★
⑦ 域外から観光地への公共交通機関等によるアクセスが確保されており、公共交通機関の利活用が推奨されて
いること ★ ★

【評価】

B1 観光による経済効果の測定

B2 ディーセント・ワークと雇用機会

B3 地域事業者の支援と公正な取引

B(b) 社会福祉と負荷

B7 安全と治安

B8 多様な受入環境整備

 B：社会経済のサステナビリティ
B(a) 地域経済への貢献
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① 景観等の保全に関する計画があること ★ ★
② 保全管理の状態を確認し、必要な対策を行っていること ★ ★

C2 有形文化遺産 ① 有形文化遺産（工芸品等）のリストがあること ★ ★
① 無形文化遺産のリストがあること ★ ★
② 地域の行事（祭り等）の保存に努めていること ★ ★
③ 伝統文化の次世代継承を支援するための取組があること ★ ★ ★

C4 地域住民のアクセス権 ① 問題が生じている場合、対応策が講じられていること ★ ★
C5 知的財産 ① 保護対象とする知的財産のリストがあること ★ ★

① 旅行者の流れを把握していること ★
② 観光が要因となっている道路渋滞に関する課題を調査により把握していること ★ ★
③ 観光地に至る公共交通機関における混雑に関する課題を調査により把握していること ★ ★
④ 地域における混雑に関する課題を調査により把握していること ★
⑤ 課題が生じている場合、対応策を講じていること（混雑対策） ★
①  旅行者に向けて、ポジティブな行動を奨励していること（マナー啓発） ★
②　問題が生じている場合、対策を講じていること（マナー違反対策） ★ ★
③ ツアーガイドを対象に、旅行者へのマナー啓発を促進するための研修があること ★
① 解説が、地域のストーリーとして地域住民と協力して作成されていること ★ ★
② 解説文は、旅行者に適した言語で伝えられていること ★ ★
③ 解説内容を活用しているツアーガイドの研修があること ★ ★ ★

【評価】

C6 文化遺産における旅行者の管理

C7

観光資源の解説

文化遺産における旅行者のふるまい

C8

C：文化的サステナビリティ
C(a) 文化遺産の保護

C(b) 文化的場所への訪問

C1 文化遺産の保護

C3 無形文化遺産
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D1 自然遺産 ① 自然遺産のリストがあること ★ ★ ★
① 旅行者の流れを把握していること ★ ★
② 観光が要因となっている道路渋滞に関する課題を調査により把握していること ★ ★
③ 観光地に至る公共交通機関における混雑に関する課題を調査により把握していること ★ ★
④ 地域における混雑に関する課題を調査により把握していること ★ ★
⑤ 課題が生じている場合、対応策を講じていること（混雑対策） ★ ★
① 旅行者に向けて、ポジティブな行動を奨励していること（マナー啓発） ★ ★ ★
② 問題が生じている場合、対策を講じていること（マナー違反対策） ★ ★
③ ツアーガイドを対象に、旅行者へのマナー啓発を促進するための研修があること ★ ★ ★
① 脆弱で絶滅が危惧される野生生物やその生息・営巣地・生育地の一覧が作成されていること ★ ★
② 環境への影響の調査を行い、生態系、野生生物を保護する取組があること ★ ★
③ 外来種に関するリストを作成し、侵入を防ぐための体制があること ★ ★

D5 野生生物の保護 ① 野生生物の保護等に関して観察、餌付け等に関する規制があること ★ ★ ★
D6 動物福祉 ① 観光事業者とガイドに対して、法律、規制及びガイドラインを周知していること ★ ★

① エネルギー消費量を定期的にモニタリングし、削減するための取組があること ★ ★ ★
② 化石燃料の依存度を低減し、再生可能エネルギーの使用を促進する政策や取組があること ★ ★ ★

D8 水資源の管理 ① 事業者が、節水に努めていること ★ ★ ★
① 水質に問題があれば、早急に対応策を講じる体制があること ★ ★ ★
②  使い捨てペットボトルの飲用水の利用から転換を促す、地域における飲料水の水質に関する旅行者向けの
情報があること ★ ★ ★

【評価】

D2 自然遺産における旅行者の管理

D3 自然遺産における旅行者のふるまい

D(a) 自然遺産の保全

D：環境のサステナビリティ

D4 生態系の維持

D7 省エネルギー

D9 水質

D(b) 資源のマネジメント
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① 浄化槽等の立地、維持管理、検査について、規則や条例、ガイドラインがあること ★ ★ ★
② 効果的に処理・再利用する観光事業者を支援する取組があること ★ ★ ★
③ 排水による地域住民と環境への悪影響を最小にする取組があること ★ ★ ★
① 廃棄物削減や再利用、リサイクルに関する観光事業者向けの取組があること ★ ★
② 再利用またはリサイクルされない廃棄物の最終処分は、安全が確保されていること ★ ★ ★

D12 温室効果ガスの排出と気候変動の緩和 ① 温室効果ガスの排出量をモニタリングし、削減する取組があること ★ ★
① 地域内での徒歩や自転車での移動の奨励と安全確保を行っていること ★ ★ ★
② モビリティの活用に関して、低炭素自動車の導入等により環境に配慮していること ★ ★ ★

D14 光害 ① 光害が発生している場合、その原因を特定し、対策を講じていること ★ ★
D15 騒音 ① 騒音問題が発生している場合、その原因を特定し、対策を講じていること ★ ★

【評価】

廃棄物

D：環境のサステナビリティ

D13 環境負荷の小さい交通

D(c) 廃棄物と排出量の管理

D10 排水

D11
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A．持続可能なマネジメント

B．社会経済のサステナビリティ

C．文化的サステナビリティ

D．環境のサステナビリティ

【評価が良い点】 【評価が悪い点】

 「まちづくり基本条例」があるので、町民
参加や情報公開の徹底は当たり前

 観光地域づくりの基本となるマーケティン
グ調査（満足度調査等）は毎年実施

 ステークホルダーの参画、特に事業者にお
ける持続可能な観光への理解促進は、
今後の課題

 持続可能な観光の体制づくりは未着手

 観光の経済効果（リーサス）を公開
 安全と治安では、「ニセコルール」など安

全のための基準を持つ
 地域の特産品やサービスの利用を促進

 「事業者や旅行者が住民と共に、地域
社会や地域の文化・自然環境の保全に
貢献できる機会があること」は、これまで
重視してこなかった（伸びしろは大きい）

 文化遺産における旅行者のふるまい
（ 旅行者に向けて、ポジティブな行動）
の奨励は不十分

 文化遺産が数は少ないが、保存・活用
を続けている

 環境モデル都市でもあることから、資源の
マネジメント（省エネルギー、水資源の管
理、水質）や廃棄物と排出量の管理の
取組レベルは高い

 事業者による資源マネジメントや廃棄物
等の管理について、節水に努めていること
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アジェンダ（次第）

１. コロナ後の海外観光地の変化（ハワイ等）

２. 日本版持続可能な観光ガイドライン(JSTS-D)とは？

2-1 北海道ニセコ町における「持続可能な観光」への歩み

2-2 JSTS-Dを活用した地域の‟健康診断”

３. 「持続可能な観光」の取組事例紹介

４． 意見交換
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ニセコ町の持続可能な観光への取組

NIS-ECOのモニターツアー
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ニセコ町の持続可能な観光への取組

NIS-ECOのモニターツアー
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ニセコ町の持続可能な観光への取組

NIS-ECOのモニターツアー
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ニセコ町の持続可能な観光への取組

NIS-ECOのモニターツアー



（参考）町民の「観光」に対する意識



各ステークホルダーのからの声（例）

観光客がたくさん来ても、町民には特に恩恵はないのでは？
むしろ物価があがり、景観や自然環境は損なわれるなど、良くないことのほうが多い。

コロナ禍では、道外からの観光客を見ると、不安に感じる。
町民

通年で安定的な集客が難しい。閑散期の誘客が課題だ。
慢性的なスタッフの人材不足。繁忙期は頭数の確保さえ難しいこともあった。

さらにマネジメント層の人材育成となると、手間も時間がかかる。
事業者

スキーシーズンに訪れると、宿も店も混んでいて、料金も高い。
天候が悪く予定していたアクティビティが楽しめず、その間やることがない。

滞在先の施設が外国人でいっぱいで、気後れした。
観光客

ニセコは観光で稼げていない。「食」を生かした町内での観光消費拡大が必要。
観光協会などの強み（第二種旅行業、道の駅の運営等）を生かしたい。

ニセコ町は「SDGs未来都市」であり、観光分野の持続可能な取り組みが必要だ。
役場



町民の「観光」に対する意識調査（抜粋）



85％が
ポジティブ



40％が
ポジティブ



（参考）ニセコ町観光振興ビジョンへの反映
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１ ニセコ町観光の課題

【課題１】 観光需要の季節変動
ニセコ町は通年型リゾートとして観光入込客数においては季節偏重を克服しつつありますが、宿泊客数においては、未だにオ
ンシーズンとオフシーズンに大きな差があります。そのため、通年での雇用が限定的で、それがサービス水準の向上に取り組
む上で障壁となっています。

【課題２】 観光経済波及効果の向上
観光客の一人当たりの観光消費額は、国内では比較的高い水準にあります。しかし、観光業を支える材料（食材）やサービス、
雇用等は町内だけではまかなえないため、観光消費による経済効果は町外に流出しています。それらの町内調達率を引き
上げ、観光経済効果の最大化を図ることが地域経済全体にとって重要となります。

【課題３】 二次交通（域内交通）の機能強化
2030年度の北海道新幹線延伸や高速道路延伸により所要時間短縮や利用客の増加が見込まれています。新幹線駅等から
町内へのアクセスをはじめ、二次交通の機能強化が喫緊の課題です。

【課題４】 国際的な競争力の向上
道内はもとより、国内や海外の観光地との地域間競争が激化する中、他地域と差別化を図り、競争力の向上が課題となっ

ています。国際的には「サステナブルツーリズムに取り組んでいない観光地は10年後に淘汰される」とも言われており、持続
可能な観光地への歩みを加速させる必要があります。

【課題５】 町民の観光に対するコミットメント（理解と参画）
観光は裾野の広い産業であり、観光客が域内で支払ったお金（観光消費）は直接的・間接的に町民生活や収入に影響を与え
ます。観光経済波及効果の「見える化」を進め、町民の観光に対する一層の理解を図るとともに、町民が地域の魅力を知り、
観光を前向きに捉え、自ら参画する（楽しむ）ことが求められています。



強み（Strength）

•国内外のスキーヤー・スノーボーダーに知られた
「パウダースノー」をはじめ、国際的リゾート地とし
てのブランド力、認知度の高さ

•日本百名山「羊蹄山」をのぞむ絶景、アンヌプリ
連峰や清流日本一にもなった尻別川など、豊か
な自然環境

• ユニークで多様な観光体験（登山、スキー、ラフ
ティング等のアクティビティや食、温泉など）

弱み（Weaknesses）

•新千歳空港や札幌などから、最短でも車で2時
間程度かかる立地

• ニセコ町への交通アクセス、およびエリア内の域内
の移動手段（２次交通、域内交通）が限定
的（観光客のうち、８割自家用車・レンタカーを
利用）

•多様な顧客ニーズを満足させるサービス提供
（サービスの種類・品質）の不足

今後の機会（Opportunities）

•北海道新幹線の延伸（2030年に新函館～
札幌間の延伸により、隣接する倶知安町に新
駅開業予定）、および高速道路の延伸

•北海道・札幌でのオリンピック・パラリンピック冬季
競技大会の開催（2030年開催を招致中／ア
ルペンスキー会場）

•宿泊施設（リッツカールトンリザーブ、アマン）、ウイス
キー蒸留所（ニセコ蒸留所）等の新規開業

今後の脅威（Threats）

•地域間競争の激化（特に冬季は、国内だけで
なく、世界的なスキーリゾートが競合となる）

•新型コロナウイルス感染症の世界的な流行など、
観光リスク（疫病、気候危機、自然災害、戦
争や不況等）の発生によるインバウンド客の急
激な減少

•過剰な観光開発等による自然環境への負荷増
大やオーバーツーリズム（混雑や満足度低下）

内
部
要
因

外
部
要
因

ニセコ観光の課題（SWOT分析）
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２ 将来像

成熟した通年型の
国際リゾート

目指すべき地域の姿 １

高品質・高付加価値の
国際リゾート

目指すべき地域の姿 ２

町民が誇れる
国際リゾート

目指すべき地域の姿 ３

 オフシーズンのない、国内外から支持される地域

 環境に配慮したサービスや商品が提供されている地域

 魅力的な職場として若者から観光産業が選ばれる地域

 自然・歴史・文化を活かした地域ならではの本物の観光体験
（ユニーク＆オーセンティックな体験）ができる地域

 観光客が安全でストレスを感じずに楽しめる地域（アクセシビリ
ティとユニバーサル）

 観光客・観光事業者・町民が互いを認め、地域の自然や文化の
魅力を理解し、環境等に配慮した行動をしている地域

 町民が観光の恩恵を実感できる地域

町民や観光客から信頼される、持続可能な国際リゾート将来像



３ 数値目標

【備考】
取り組みの効果を測るために必要なモニタリング調査のうち、
現時点ではモニタリング調査をしていない数値（右）については、
データ収集方法や調査方法の検討し、調査の継続性を判断した上で、
次年度以降、追加調査を行う。
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数値目標 令和元（2019）年度 令和10（2028）年度

【指標1】 観光消費額

【指標2】 延べ宿泊者数

【指標3】 観光客満足度

【指標4】 リピーター率

【指標5】 宿泊客に起因する環境への
負荷量

【指標6】 観光で生活が豊かになると
思う町民の割合

407.9億円

47.3万人

21.3％

80.9％

―
※2022年度モニタリング調査実施予定

40.0％

530.0億円

80.0万人

30.0％

70.0％

―
※モニタリング調査結果を踏まえ設定

60.0％

※現時点ではモニタリングしていない数値
・観光事業者の域内調達率
・観光事業者の従業員満足度
・サステナビリティポリシーを持つ観光事業者の割合
・町民の観光機会（町内の宿泊や体験プログラム参加）
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４ 基本戦略

観光産業の安定的な
経済活動と地域貢献

基本戦略１

観光客の多様な価値観へ
の対応と受入環境の整備

基本戦略２

観光によって町民生活の
質を高める

基本戦略３

1-1 季節変動の平準化と雇用の安定（従業員の所得向上・福利厚生の充実）

1-2 観光事業における域内調達率（材料・雇用等）の向上

1-3 観光事業者の地域コミュニティへの貢献（カーボンオフセット等）

2-1 観光客への特別な観光体験（宿泊・食・アクティビティ等）の提供

【基本戦略】 【施策の方向性】

2-2 観光客・町民の地域資源（自然・文化・歴史）への理解促進

3-1 観光客の環境配慮型行動の喚起

2-3 安全で快適に観光できる受入環境の整備

3-2 地域の魅力や観光の取組の情報発信（インナーブランディング含む）

3-3 観光関連の起業を増やし、自然・文化の継承に寄与



納税

（入湯税
・宿泊税等）
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５ 推進体制

 ニセコリゾート観光協会を中心に持続可能な観光地マネジメントを推進するため、組織の機能強化を図る。

 本ビジョンの進捗管理（PDCA）については、本審議会の中で、定期的の数値を評価（見直し）を行う。

 観光は裾野の広い産業であり、観光事業者だけでなく、町民をはじめ多様な主体が互いに連携・協働し
ながら、官民一体となり本ビジョンを共有し、推進を図る。

 広域プロモーション、MICE等については、DMO（北海道観光振興機構、NPB）と連携する。

町民

農業

宿泊 飲食

交通 物産・土産

観光施設

（株）ニセコリゾート
観光協会

ニセコ町役場

【組織の機能強化】

・人材確保と人材育成

・経営改善（自立性向上）

・戦略に沿ったプロジェクトの立

案・実施（PM） 等

・観光協会へ後方支援

・財源確保（補助金・宿泊税）

・地域振興、商工業支援等

補助・委託

地域振興支援

送客・受入支援

活動支援

情報提供

連携強化

観光に関わる多様な主体

観光協会を中心した推進体制

商工会アクティビティ
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ご清聴、ありがとうございました。

（参考情報）

■やまとごころ「特設：世界水準の
「持続可能な観光地域づくり」への
挑戦」
https://yamatogokoro.jp/sustainable
_destinations_japan/

■ニセコ町観光振興ビジョンについ
て
https://www.town.niseko.lg.jp/chos
ei/keikaku/plan/kankou_vision/


